
 

第 123回  学長定例記者会見 お知らせ事項 1  

 

令和 2 年 7 月 29 日  

 

広島大学研究拠点を新たに認定 
－  インキュベーション研究拠点３件を認定  －  

 

 

広島大学は、平成 26 年度から長期的に本学の顔となることを期待できる「自

立型研究拠点」及び中長期的に自立型研究拠点を目指す研究者（分野）のグル

ープである「インキュベーション研究拠点」を認定し、大学として重点的な研

究支援を行っています。  

 

今年度、新たにインキュベーション 研究拠点３件を認定しました。  

 

本学は、平成 25 年度文部科学省「研究大学強化促進事業」に 22 機関の 1

つとして研究大学に選定され、世界トップレベルの研究大学となるべく、多様

な研究成果を教育、社会貢献、産業活性化・イノベーションに直結させ、人類

の未来社会に貢献することを目的とした研究力強化に取り組んでおります。こ

の研究力強化の取組の一つとして「世界的研究拠点の継続的創出」を挙げられ

ます。  

 

 世界トップクラスの研究大学として、国際展開力・発信力をさらに強化して

いくことを目的として認定された研究拠点は、活発な国際研究活動を通じた国

際研究ネットワークの形成により国際発信力を向上し、本学の国際的評価の飛

躍的な向上に寄与することを期待できます。今後、総合研究大学の強みを生か

し、 多様 な研 究拠 点 を形 成す ると とも に 、国 際研 究ネ ット ワ ーク 形成 によ り、

多様な人材が活発に活躍する場として発展し、教育研究活動を通じて、国際社

会、地域社会において存在感のある大学への展開をめざしています。  
 

認定年度  自立型 研究拠 点  インキ ュベー ショ ン研 究拠点  

平成 25 年度  2 0 

平成 26 年度  １  １  

平成 27 年度  ０  ２  

平成 28 年度  2 0 

平成 29 年度  4 
（ う ち イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン  

研 究 拠 点 か ら の 昇 格 が ３ ）  

3 

平成 30 年度  0 3 

令和元年度  ３  
（ イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 研 究 拠 点  

か ら 昇 格 ）  

1 

令和 2 年度  1 
（ イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 研 究 拠 点  

か ら 昇 格 ）  

3 



【お 問い 合わ せ先 】  

 

  ※  １タ イト ルに つき１ 葉でご 記入 くだ さい。  

 

 

学術 ・社 会連 携室  学術 ・社 会連 携部  

URA部門   小左 古  学  

TEL:082-424-

URA 



世界トップクラスを目指す研究拠点

世界のトップクラスの研究大学になるためには、国際展開力・発信力を強化していく必要があります。
その中心的役割を担う3つの研究拠点を新たに選出しました。

（インキュベーション拠点（3拠点））

活動内容

拠点リーダー

ポリオキソメタレート科学国際研究拠点

定金 正洋（先進理工系科学研究科）

社会課題として顕在化している環境
問題・エネルギー問題のための鍵材
料であるポリオキソメタレートの科学
を展開する国際研究拠点を形成する。

研究分野 理・工（生物系以外）

■第7期（令和元年度公募）広島大学研究拠点（3拠点）

活動内容

拠点リーダー

オルガネラ疾患研究拠点

齋藤 敦（医系科学研究科（医））

細胞小器官（オルガネラ）の機能制御と
破綻の仕組みを解明して疾患の新しい
予防・治療に結び付ける学際的研究を
世界トップレベルの水準で推進する。

研究分野 医療系

活動内容

拠点リーダー

都市-農村流域圏の健全循環創成
（SATO NET創成）

小野寺 真一（先進理工系科学研究科）

都市部とその周辺との健全な循環の
創成において、里山/里海など成功事

例を有する瀬戸内海流域をもとに、ア
ジア諸国での課題解決に資する新た
な学術研究分野の創成を目指す。

研究分野
人文・社会・教育、理・工（生物系以外）、
理・工（生物系）



広島大学研究拠点一覧（第1期～第7期）

自立型研究拠点（13拠点）
期 公募年度


